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町
で
は
第
６
次
振
興
計
画
に
沿
っ
て

事
務
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
計
画
が
令
和
６
年
度
末
に
終
期
と
な

る
た
め
、
新
し
い
振
興
計
画
を
約
１
年

9
カ
月
か
け
て
策
定
い
た
し
ま
す
。

振
興
計
画
と
は

　
振
興
計
画
と
は
町
が
取
り
組
む
生
活

環
境
、
保
健
・
福
祉
、
産
業
、
教
育
、

生
涯
学
習
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
指
針

を
総
合
的
に
取
り
ま
と
め
た
全
体
計
画

の
こ
と
で
、
棚
倉
町
の
今
後
10
年
間
の

方
向
性
を
示
す
、
町
の
計
画
の
中
の
最

上
位
に
あ
た
る
大
切
な
計
画
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
計
画
は

　

現
在
の
第
６
次
振
興
計
画
は
「
人

を
・
心
を
・
時
を
つ
な
ぐ　
た
な
ぐ
ら

ま
ち
～
ほ
っ
と
す
る
わ
た
し
の
ふ
る
さ

と
～
」
を
将
来
像
と
し
て
「
自
立
と
協

働
」
を
主
眼
と
し
、
①
住
民
が
主
役
の

ま
ち
②
安
心
で
優
し
い
ま
ち
③
誇
り
と

愛
着
の
も
て
る
ま
ち
の
３
本
の
柱
を
基

本
理
念
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
元
気
と
笑
顔　

生
ま
れ
て

良
か
っ
た　

た
な
ぐ
ら
づ
く
り
」「
安

心
と
活
力　
住
ん
で
良
か
っ
た　
た
な

ぐ
ら
づ
く
り
」
を
重
点
施
策
に
６
つ
の

政
策
目
標
を
設
定
し
各
種
事
務
事
業
を

進
め
て
い
ま
す
。

～
将
来
を
担
う
人
材
と

‌‌�

文
化
を
育
む
ま
ち
～

◦
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進

◦
３
年
保
育
実
施

◦�

た
な
ぐ
ら
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
設
立

◦
棚
倉
城
跡
国
史
跡
指
定

～
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

�

　
思
い
や
り
の
ま
ち
～

◦
防
災
マ
ッ
プ
作
成

◦�

消
防
水
利
低
充
足
率
地
域

へ
の
施
設
整
備

◦
防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

◦
避
難
場
所
看
板
整
備

～
健
や
か
に
み
ん
な
で

�

支
え
合
う
ま
ち
～

◦�

町
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
開
設

◦
地
域
サ
ロ
ン
拡
充

◦�
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

共
同
設
置

～
活
気
に
満
ち
た

�

活
き
活
き
と
し
た
ま
ち
～

◦
ブ
ラ
ン
ド
認
証

◦
八
槻
観
光
拠
点
施
設
整
備

◦
テ
レ
ワ
ー
ク
施
設
整
備

◦
山
本
キ
ャ
ン
プ
場
改
修

◦�

き
ぎ
ょ
う
支
援
事
業

～
み
ん
な
で
結
ぶ

�

安
心
で
快
適
な
ま
ち
～

◦�

橋
梁
長
寿
命
化
計
画
に
基

づ
く
修
繕

◦�

地
域
交
通
対
策
事
業

　
（
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
の
助
成
等
）

◦�

公
共
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備

～
み
ん
な
で
築
く

�

力
強
い
ま
ち
～

◦
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用

◦
川
越
市
と
の
交
流

◦�

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
実
施

◦�

ス
マ
ー
ト
申
請
シ
ス
テ
ム

整
備

想
い
描
く
十
年
後
の
棚
倉
町

想
い
描
く
十
年
後
の
棚
倉
町

「
第
７
次
棚
倉
町
振
興
計
画
の
策
定
に
向
け
て
」

「
第
７
次
棚
倉
町
振
興
計
画
の
策
定
に
向
け
て
」

新
た
な
計
画
の
作
り
方
は

　
計
画
は
町
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
と

す
る
た
め
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
意
見

交
換
会
等
を
行
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
た

ち
か
ら
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
意
見
・

提
案
・
ア
イ
デ
ア
な
ど
を
い
た
だ
き
、

そ
れ
ら
を
参
考
に
し
て
計
画
を
策
定
し

ま
す
。

　
こ
の
計
画
は
、
有
識
者
・
各
種
団
体

の
職
員
・
一
般
町
民
で
構
成
す
る
「
棚

倉
町
振
興
計
画
審
議
会
」
に
諮
問
し
、

意
見
や
助
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
最
終

的
な
振
興
計
画
に
な
り
ま
す
。

現
在
の
状
況
は

　
新
た
な
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、
今
ま
で
に
進
め
て
き
た
事
業
や

取
り
組
み
を
評
価
・
検
証
し
、
課
題
を

明
確
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
現
行
計
画
の
状
況
調
査
を
行
い
、
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
検
証
し
、「
今

後
ど
う
し
て
い
く
の
か
」
な
ど
分
野
ご

と
に
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
18
歳
以
上
の
町
民
３
０
０
０
人

（
無
作
為
抽
出
）
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
よ
り
多
く
の
意
見
を
反
映
さ

せ
る
た
め
、
中
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
や
、

生
活
環
境
・
保
健
・
教
育
等
の
各
分
野

の
方
々
と
高
校
生
を
対
象
に
意
見
交
換

会
と
し
た
ト
ー
ク
カ
フ
ェ
を
実
施
し
計

画
の
骨
格
を
作
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

■
応
募
資
格

　
棚
倉
町
在
住
の
18
歳
か
ら
35
歳
未
満

の
若
者
世
代
、
18
歳
未
満
の
お
子
さ
ん

が
い
る
子
育
て
世
代
、
町
外
か
ら
棚
倉

町
へ
移
住
さ
れ
た
方
。
性
別
は
問
い
ま

せ
ん
。

■
募
集
人
数

　
10
人
程
度

■
活
動
期
間

　

令
和
５
年
９
月
～
10
月
ま
で
の
内
、

２
回
程
度
。

■
活
動
内
容

　
棚
倉
町
の
目
指
す
べ
き
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。

　

難
し
い
作
業
を
し
た
り
、
か
し
こ

ま
っ
た
意
見
を
述
べ
た
り
す
る
の
で
は

な
く
、
気
兼
ね
な
い
雰
囲
気
の
中
で
、

ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
本
音
や
ア
イ
デ
ア
を

交
換
で
き
る
場
を
提
供
し
、
そ
れ
を
分

か
り
や
す
く
整
理
す
る
専
門
家
（
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
）
を
配
置
し
ま
す
。

■
開
催
場
所

　
町
立
図
書
館
（
予
定
）

■
申
込
方
法

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
し
く
は
役
場

地
域
創
生
課
に
用
意
し
て
い
る
申
込
用

紙
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限

　
令
和
５
年
７
月
28
日
㈮

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
地
域
創
生
課　
企
画
調
整
係

　
☎
33-

２
１
１
２

　
FAX‌

33-

３
７
１
５

た
な
ぐ
ら
ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
カ
フ
ェ
参
加
者
募
集

た
な
ぐ
ら
ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
カ
フ
ェ
参
加
者
募
集

　
町
で
は
様
々
な
方
の
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
計
画
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
ト
ー

ク
カ
フ
ェ
を
開
催
し
ま
す
。「
生
活
環
境
・
基
盤
・
産
業
」「
保
健
・
医
療
・
福
祉
」

「
教
育
・
文
化
」
の
３
分
野
に
つ
い
て
関
係
団
体
か
ら
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ト

ー
ク
カ
フ
ェ
を
行
う
ほ
か
、「
若
者
・
子
育
て
世
代
・
移
住
者
」
を
対
象
と
し

た
ト
ー
ク
カ
フ
ェ
を
行
う
た
め
、
次
の
と
お
り
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

１．はぐくむ

４．いきいき

２．あんしん

５．む す ぶ

３．すこやか

６．き ず く



5. 7. 15. 7. 1 45

■お問い合わせ
　住民課　医療年金係　☎33－2116
　（お手続きは③窓口まで）

　６月14日に開催された棚倉町議会定例会６月会議において、国民健康保険税条例の一部を改正
する議案が可決され、令和５年度の税率等が決定しました。

区　分（年税額）
医　療　分 後期高齢者支援金分 介護分（40歳～ 64歳）

４年度 ５年度 ４年度 ５年度 ４年度 ５年度

所得割率 加入者の令和４年中
の所得に応じて計算 5.60％ 5.92％ 2.70％ 2.80％ 1.85％ 1.87％

均等割額 加入者一人当たり
（未就学児は1/2）

19,300円
（9,650円）

19,300円
（9,650円）

9,300円
（4,650円）

9,200円
（4,600円） 8,600円 8,800円

平等割額 一 世 帯 当 た り 13,200円 13,000円 6,400円 6,200円 4,000円 4,200円
賦 課 限 度 額 650,000円 650,000円 200,000円 220,000円 170,000円 170,000円

【国保税額計算例】
　モデル： 世帯構成 　世帯主（42歳）　妻（38歳）　子（５歳）　の３人家族
　　　　　 収 入 等 　給与収入（世帯主) 4,000,000円　所得 2,760,000円（基準額2,330,000円）

医 療 分　所得割額　2,330,000円×5.92％＝137,936円 ①
　　　　　均等割額　19,300円×２人+ 9,650円×１人＝48,250円 ②
　　　　　平等割額　13,000円 ③　課税額 ①+②＋③＝199,100円（100円未満切り捨て）A
後期高齢者　所得割額　2,330,000円×2.80％＝65,240円 ④
支援金分　均等割額　9,200円×2人+ 4,600円×1人＝23,000円 ⑤
　　　　　平等割額　6,200円 ⑥　 課税額 ④+⑤＋⑥＝94,400円（100円未満切り捨て）B
介 護 分　所得割額　2,330,000円×1.87％＝43,571円 ⑦
　　　　　均等割額　8,800円×1人＝8,800円 ⑧
　　　　　平等割額　4,200円 ⑨　 課税額 ⑦+⑧＋⑨＝56,500円（100円未満切り捨て）C
� 計算例により算出された年税額（A+B+C）350,000円

令和５年度令和５年度
国民健康保険税国民健康保険税のの税率等税率等をお知らせしますをお知らせします

　国民健康保険税は、１年間（４月～翌年３月）分を８期に分けて納付します。医療保険制
度の安定化のため、今後も国民健康保険税の期限内納付にご理解とご協力をお願いします。
　今年度の国民健康保険税の納税通知書は、７月中旬に世帯主宛てに送付します。

※納税についてのお問い合わせは、税務課（☎33－2118）へご連絡ください。

◎国民健康保険税は納期内に納めましょう◎国民健康保険税は納期内に納めましょう

〈国保税の納期〉
第１期 ７月31日 第５期 11月30日
第２期 ８月31日 第６期 12月28日
第３期 10月２日 第７期 令和６年１月31日
第４期 10月31日 第８期 ２月29日

すこやかさん

70歳以上75歳未満の方へ（国民健康保険加入者）

〇高齢受給者証の更新時期です！
　国民健康保険の加入者で70歳以上75歳未満の方には、保険証とは別に「高齢受給者証」
を交付していますが、７月31日に有効期限が満了となります。新しい高齢受給者証（水色）
を７月末までに郵送しますので、古い高齢受給者証は８月になってから返却、または個人情
報に留意の上ご自身で裁断等により確実に破棄してください。
　なお、負担割合は前年度の所得判定により変わる場合があります。

高齢受給者証 有　効　期　間 受給者証の色
現在お持ちの受給者証 7月31日まで クリーム色

新 し い 受 給 者 証 ８月１日～令和６年７月31日 水　　色

75歳以上の方へ（後期高齢者医療保険加入者）

〇後期高齢者医療被保険者証の更新時期です！
　７月末までに新しい後期高齢者医療被保険者証（オレンジ色）を郵送します。８月１日か
らは、送付された新しい被保険者証をお使いください。期限が切れた被保険者証は、８月に
なってから返却、または個人情報に留意の上ご自身で裁断等により確実に破棄してください。

後期高齢者医療被保険者証 有　効　期　間 被保険者証の色
現在お持ちの被保険者証 7月31日まで ピンク色
新しい被保険者証 ８月１日～令和６年７月31日 オレンジ色

重度心身障害者医療費受給者証をお持ちの方へ
　８月から、新しい重度心身障害者医療費受給者証（水色）に変わり、医療費の受給方法も一
部変更になります。
　７月診療分までは、町外の医療機関で受診したときは窓口で一部負担金を支払い、翌月役場
に申請する必要がありますが、8月診療分からは、県内の医療機関（薬局を含む）で受給者証
が使えるようになり、保険診療分の窓口負担の必要がなくなります。ただし、国民健康保険組
合の方、65歳以上で後期高齢者医療保険に加入していない方については受給者証を使用でき
ませんので、これまでどおり役場の窓口で申請して償還払いにより給付を受けてください。
◎受給者証の更新時期です！
　下記日程により「重度心身障害者医療費受給者証」の更新（検認）を行いますので、期間内
に忘れずに手続きをしてください。なお、郵送でのお手続きも可能です。

日　程（受付時間：午前9時～午後5時） 場所 該　当　地　区
７ 月 2 5 日 ㈫ ・ 2 6 日 ㈬ 医療年金係

（③窓口）
社川・高野・近津・山岡地区

７月 2 7 日 ㈭ ・ 2 8 日 ㈮ 棚　倉　地　区

〈手続きに必要な物〉
①現在お持ちの受給者証（ピンク色）
②健康保険証
③身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳（交付されているすべての手帳）

国民健康保険の限度額適用認定証を引き続き利用する場合は、８月になってから８月になってから該当する方の被保険
者証をお持ちの上申請してください。※別世帯の方が申請する場合は委任状が必要です。
なお、70 歳以上の方は、課税所得額により手続きが不要となることがあります。

限度額適用認定証の有効期限は７月31日までです
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保健福祉センターだより

令和５年度　からだスッキリ健幸運動講座令和５年度　からだスッキリ健幸運動講座

「ふくしま健民カード」で健康づくりをはじめましょう！「ふくしま健民カード」で健康づくりをはじめましょう！

　運動不足が気になる方、運動したいけど1人ではできずにいる方など、今から「人生100年時代」
の健康づくりを始めてみませんか。みんなで楽しくからだを動かし、無理なく消費カロリーを増やし
ましょう！

日　時  （受付：開始時間の30分前～） 内　容【日中】午後２時～３時30分 【夜間】午後６時30分～８時
８月 ２日㈬、23日㈬、30日㈬ ９月 12日㈫、26日㈫ ・誰にでもできるストレッチ、骨盤体操

・�ボディメイクウォーキング、エクサ
サイズ
・�デュークズウォーキング、チャクラ
体操
・DISCOダンスエクササイズ　など

９月 ５日㈫、20日㈬
10月 ４日㈬、13日㈮、24日㈫ 10月 17日㈫
11月 15日㈬、28日㈫、 11月 １日㈬、22日㈬12月 ６日㈬

講 師　アメリカフィットネス協会マスタートレーナー　デューク更家ウォーキングセラピスト　鈴木光代氏
対象者　19～ 70歳の町民の方
　　　　　※�運動時の事故等の予防・防止のため、循環器疾患や整形外科疾患で通院治療中の方は、

必ず申し込み前に主治医へ参加の可否をご確認ください。
定 員　各回30名（全日程参加できる方を優先します）
場 所　保健福祉センター 検診室等
申込方法　７月24日㈪までに、保健福祉センター窓口または電話でお申し込みください。

　「ふくしま健民カード」とは、県内の協力店でお得な特典が受けられる、健康づくりを応援するカー
ドです。『食事・運動・社会参加』を柱をとした健康づくりに取り組みながらポイントをためると取得
できます。健康づくりに興味のある方等、ぜひご参加ください！
参加方法　�保健福祉センター窓口で記入台紙をもらうか、お持ちのスマートフォンに「ふくしま健民アプリ」を

ダウンロードしてご参加ください。
～「ふくしま健民カード」取得までの流れ～　記入台紙を利用する場合

～「ふくしま健民カード」を取得すると～
○県内1,600店舗以上の協力店でお得な特典が受けられます。
　（ドリンクサービスや、割引等）
○�台紙をご利用の方限定で、「ふくしま健民カード」の発行に合わせ、抽選でプレゼントが当たるキャ
ンペーン応募ハガキをお渡しします。
　※「ふくしま健民アプリ」で「ふくしま健民カード」を取得した方は対象外。

▲棚倉町スマート申請

システムはこちらから

食に関する講話　「カラダは食べ物からできている」食に関する講話　「カラダは食べ物からできている」
　試食体験や運動等を交え、食事や栄養バランスに関する研修会を実施します。
興味のある方は、ぜひご参加ください。
日 時　８月18日㈮　午後2時～ 3時30分 　場 所　保健福祉センター 研修室
講 師　株式会社明治北日本支社  仙台オフィス企画部　食育担当者　
対象者　町民の方　　　　　　　　　　　　 定 員　30名
申込方法　８月８日㈫までに、保健福祉センター窓口または電話でお申し込みください。

カード取得！

❷台紙に健康づくりの
取り組みを記入し、
台紙 1枚ごとにポイ
ントを集計します。

❸カード発行の基準ポ
イントがたまったら、
保健福祉センターへ
台紙を提出します。

❶たなぐら健康チャレンジ
事業に参加しましょう。

　（保健福祉センター窓口で記入
台紙を受け取ってください）

➡ ➡ ➡
こころのリラックス講座こころのリラックス講座�� 自分のためのご褒美時間～マインドフルネス＆ヨガ～自分のためのご褒美時間～マインドフルネス＆ヨガ～

　マインドフルネスとは、過去の経験や先入観、未来などの雑念にとらわれることなく、“今ここ”に意識を
向け、“今”を受け入れる心を育む練習のことです。近年では大手企業・一流スポーツ選手・医療現場等でも注
目されているストレス軽減法です。
実施日 実施時間 場所 持ち物

8月 3日㈭

午前10時～ 11時
保健福祉センター 筆記用具、飲み物、

ブランケット（ひざ掛け）、
ヨガマット（お持ちの方）

8月31日㈭
9月15日㈮ 町立図書館10月31日㈫

講　　師　マインドフルネスインストラクター・柔道整復師（国家資格）　
　　　　　ぽぷら接骨院（鏡石町）山田真実氏
対　　象　町民の方　　定　　員　30名（※先着順）
申込方法　７月28日㈮までに保健福祉センター窓口または電話でお申し込みください。

　　　乳がん検診を実施します（２年に１回の検診です）
実施日および対象者人数

実施日 対象年齢※ 定員（人） 受付時間午前 午後
９月６日㈬ 40歳以上 45 30

午前の部

9時～ 10時

午後の部

1時～ 2時

９月７日㈭
30~39歳 20 15
40歳以上 45 30

９月13日㈬ 40歳以上 45 30

10月15日㈰
30~39歳 20 15
40歳以上 90 60

10月26日㈭ 40歳以上 45 30
10月27日㈮ 40歳以上 45 30
※昨年度受診していない方のみ対象です

受診料金と検診方法
年齢 受診料金 検診方法

30 ～ 39歳 1,000円 超音波検査（エコー）

40～ 49歳 2,000円 マンモグラフィ(2方向)

50歳以上 1,500円 マンモグラフィ(1方向)

実施場所　保健福祉センター
予約方法　‌�7月28日㈮より、棚倉町スマート申請

システムでご予約ください。
　　　　　（右ページ上部の二次元バーコードから）
そ の 他　�しこり等気になる症状がある場合に

は、検診を待たずに医療機関を受診し
てください。

実施医療機関　塙厚生病院

子宮頸がん検診 乳がん検診

対象者 20歳以上で昨年度受診していない方 40歳以上で昨年度受診していない方
（40歳未満の方は対象となりませんのでご了承ください）

実施期間※１ ９月１日㈮～令和６年１月19日㈮　　 10月２日㈪～令和６年１月19日㈮
申込期間※２ ８月17日㈭～令和６年１月12日㈮ ９月11日㈪～令和６年１月12日㈮
受診料金 500円 40 ～ 49歳：2,000円、50歳以上：1,500円

　※１　土日祝日、年末年始は除く
　※２　予約受付時間　午前９時～午後４時まで（正午～午後１時30分を除く）

予約方法　①受診券発行の申し込みを行う
　　　　　　‌�７月28日㈮より、棚倉町スマート申請システムでお申し込みください。（右ページ上部の二

次元バーコードから）
　　　　　　‌�申込受付後、保健福祉センターから受診券を送付します。
　　　　　②塙厚生病院へ日程の予約を行う
　　　　　　‌�受診券が届き次第、上記の申込期間に塙厚生病院（☎43-1145）へ直接日程の予約をして

ください。

集団検診

　　　子宮頸がん検診・乳がん検診を実施します（２年に１回の検診です）施設検診

〇�棚倉町スマート申請システムによる申し込みが難しい方は、 ８月４日㈮より電話にて受
け付けますので、 ご連絡ください。

お願い　‌�電話での予約は、混雑し、つながりにくい場合があります。可能な方は棚倉町スマート申

請システムのご利用をお願いします。
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保健協力員の皆さんを紹介します
　保健協力員の方々には、各担当地区の方々に各
種健康診査や保健事業（健康相談、講演会、健康
教室等）への参加を呼びかけるなど、町民の健康
増進に向けた取り組みにご協力いただきます。
　どうぞよろしくお願いいたします。

令和５年度 保健協力員名簿
（任期：令和５年４月１日～令和６年３月31日）
行政区 氏　名 行政区 氏　名

１区
中野　陽子

逆　川
佐川　紘子

大野幾久枝 酒井　明菜
太田美枝子 生田目晴子

２区
菊地　美保 天王内 藤田　玉枝
高田　順子 金沢内 鈴木　君江
佐川　和子 小菅生 須藤　里子

３区
滝田由美可 瀬ヶ野 大沼　知弘
大野　明実 小　爪 武藤　祥子

４区
宇津木永子 祝部内 近藤八重子
高坂由美子 富　岡 原　　啓子

５区
和知美枝子 山　際 富岡　　文
金坂　易子 福　岡 岸波ヤスノ

６区
菊地　キヨ 強　梨 尾又　知子
小池紀代子

大　梅
緑川　定子

７区
植村寿美子 緑川富寿子
藁谷美知子 漆　草 根本まり子

８区
郡司喜代子 戸　中 小出由美子
阿久津光子

寺　山
我妻　直子

９区
片野　郁子 陣野千代子
近藤　幸子 双ノ平 下重　徳子
江田　恵子 八槻１区 新村　和枝

10区
藤田　真意 八槻２区 中野西ヨシノ
関川　和枝 八槻３区 小濵　一始
田中　正美 八槻４区 渡邉　聖子

11区 河内勢津子 八槻５区 緑川　由子

12区
橘　　興栄 八槻６区 金沢　光江
金澤　鉄俊

下山本
甲賀　豊子

13区 石井　健一 小河原正子

14区
鈴木　清勝

中山本
小島　國子

鈴木　貞雄 甲賀イツ子
川瀬　浩二 佐藤　文代

15区 松本　和子
北山本

陣野　良子
上　台 駒木根悦子 荒川　秀子
板　橋 小林くみ子 下手沢 小池美由紀
玉　野 松本　順子 上手沢 原　さゆり
一　色 薄井八重子 祖父岡 沼田はるみ
福　井 菊地　慶子 塚　原 斎藤さとみ

堤
薄葉　房子

流
齋藤　和枝

角田　良子 山崎　良子
山　田 高宮栄美子
岡　田 蛭田　厚子

　　　「熱中症予防について」
　今年の夏も、ニュースや天気予報で発表される
「熱中症警戒アラート」を確認し、熱中症予防行動
をとりましょう。
　「熱中症警戒アラート」とは、熱中症の危険性が
高くなると予測された際に危険な暑さへの注意を
呼びかけ、熱中症予防行動を促すための情報です。

【熱中症予防行動のポイント】
○暑さを避ける
　適切にエアコンを使いましょう。
○こまめな水分補給
　水分・塩分を補給しましょう。
○声かけ・見守り
　「熱中症に気をつけて」と声をかけましょう。

　少しでも体調が悪くなったら、速やかに涼しい
場所に移動することが、熱中症予防に有効です。
　詳しくは、ホームページをご覧ください。

福島県　熱中症予防　  検索　

ハンセン病元患者家族に対する補助金制度について
　国では下記の対象となられる方に、補助金を支
給しております。
　詳細については、厚生労働省ホームページをご
確認ください。

お願い

ダニ媒介感染症に注意しましょう！
春から秋にかけてマダ二の活動が活発になり

ます。ダニがウイルスや細菌などを保有してい
る場合、かまれた人が病気を発症することがあ
ります。
特にキャンプやハイキング、農作業や草刈り

など、野外ではダニにかまれるリスクが高まり
ますので、草むらに入る場合
は、長袖長ズボンの着用や、
虫よけスプレーを使用するな
どの対策を心がけましょう！

子育て世帯生活支援特別給付金が支給されます子育て世帯生活支援特別給付金が支給されます
　食費等の物価高騰に対する生活の支援を行うため、18歳未満の児童（障がい児の場合20歳未満）を養
育する父母等に対して「子育て世帯生活支援特別給付金」が、児童一人につき一律５万円支給されます。
　該当になると思われる方は、お手続きをお願いします。

ひとり親世帯の方
■支給対象者（①～③のいずれかに該当する方）　
　①令和５年３月分の児童扶養手当を受給している方
　②�遺族年金や障害年金等の公的年金を受給しており、令和５年３月分の児童扶養手当の支給が全額停
止されている方

　③�食費等の物価高騰の影響を受けて家計が急変するなど、収入が児童扶養手当を受給している方と同
じ水準となっている方

■申請方法等　
　・上記①に該当する方は申請不要です。
　　令和５年５月末に児童扶養手当を支給している口座に振り込まれています。
　・上記②、③に該当する方は申請が必要です。
　　申請する場合は、令和６年２月29日㈭までに申請書(請求書)を提出してください。
■必要書類　　
　〇預金通帳　〇給与明細書や年金振込通知書など収入の分かるもの　〇本人確認書類

ひとり親世帯以外の方
■支給対象者（①・②のいずれかに該当する方）　
　①�令和４年度低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金（その他世帯分）の支給を
受けた方

　②�対象児童（令和５年３月31日時点で18歳未満の子（障害児については20歳未満））の養育者であっ
て、令和５年１月１日以降の収入が急変し、住民税非課税相当の収入となった方

　　※対象児童に関しては、令和５年３月以降令和６年２月末までに生まれた新生児も対象となります。
■申請方法等　
　・上記①に該当する方は、申請不要です。
　　令和５年５月末に児童手当等を支給している口座に振り込まれています。
　・上記②に該当する方は申請が必要です。
　　申請する場合は、令和６年２月29日㈭までに申請書(請求書)を提出してください。
■必要書類　
　〇預金通帳　〇申請者および配偶者の給与明細書や帳簿など収入の分かるもの　〇本人確認書類

※�申請書(請求書)は健康福祉課福祉係窓口に用意しているほか、町ホームページからもダウンロードで
きます。
　　　　　　　
　詳しくは、町ホームページをご確認ください。　　棚倉町　子育て世帯　給付金　検索

保健福祉センターだより■お問い合わせ
　健康福祉課　福祉係
　☎33－2117
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住民税非課税世帯等に対する支援給付金のご案内住民税非課税世帯等に対する支援給付金のご案内
　電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担増を踏まえ、令和５年度住民税非課税世帯等に
対して、１世帯当たり３万円が支給されます。
■支給対象となる世帯（①、②のいずれかに該当する方）
　①世帯全員の令和５年度住民税（均等割）が非課税の世帯
　②�家計急変世帯（予期せず家計が急変したことで収入が減少し、世帯全員が住民税非課税相
当となった世帯）

■手続き方法　
　【上記①に該当する世帯の世帯主の方】
　　７月上旬に給付内容や確認事項が書かれた確認書を送付します。
　‌�　確認書の内容を確認し、必要事項を記入の上、10月31日㈫までに健康福祉課福祉係に返
信用封筒で返信または直接窓口に提出してください。

　【上記②に該当する世帯の世帯主の方】
　　給付金を受け取るには申請書の提出が必要です。
　‌�　「令和５年中の収入見込額」または「任意の１カ月の収入」の状況を確認できる書類の写
し（給与明細等の写しなど）、身分証明書、預金通帳をご持参の上、10月31日㈫までに健康
福祉課福祉係の窓口でお手続きください。

※�申請書（請求書）は、健康福祉課福祉係窓口に用意しているほか、町ホームページからダウ
ンロードできます。

■お問い合わせ　健康福祉課　福祉係　☎３３－２１１７
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児
童
扶
養
手
当
現
況
届・
特
別
児
童

扶
養
手
当
所
得
状
況
届
の
お
知
ら
せ

　

こ
れ
ら
の
手
当
を
受
け
て
い
る
方

は
、
年
に
１
回
、
受
給
資
格
の
審
査
お

よ
び
資
格
要
件
の
確
認
を
受
け
る
た
め

の
届
を
提
出
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
届
を
出
さ
な
い
と

児
童
扶
養
手
当
は
11
月
以
降
、
特
別
児

童
扶
養
手
当
は
８
月
以
降
の
手
当
が
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
対
象
と
な
る
方
へ
事
前
に
書
類
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
期
間
内
に
忘
れ
ず
に

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

〇
受
付
期
間

　
８
月
１
日
㈫
～
31
日
㈭
（
平
日
の
み
）

〇
受
付
時
間

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

■
お
問
い
合
わ
せ
・
受
付
窓
口

　
健
康
福
祉
課　
福
祉
係

　
☎
33

－

２
１
１
７

知
っ
て
い
ま
す
か
？
国
民
年
金
保
険
料

の
免
除
制
度・
猶
予
制
度

　
収
入
の
減
少
や
失
業
な
ど
に
よ
り
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
、

「
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
猶
予
制
度
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く

と
、
将
来
の
「
老
齢
基
礎
年
金
」
や
、

万
が
一
の
と
き
の
「
障
害
基
礎
年
金
」、

「
遺
族
基
礎
年
金
」
の
受
け
取
り
が
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
課　
医
療
年
金
係

　
☎
33

－

２
１
１
６

　
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０

－

05

－

１
１
６
５

　
白
河
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

　
☎
０
２
４
８

－

27

－

４
１
６
１
（
代
表
）

イ
ノ
シ
シ
捕
獲
用
ワ
ナ
の
設
置
に
つ
い
て

　
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
等
へ
の
被

害
防
止
の
た
め
、
ワ
ナ
を
使
用
し
た
捕

獲
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

立
て
札
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、

見
か
け
た
ら
ワ
ナ
に
は
近
づ
か
な
い
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
産
業
振
興
課　
農
林
係

　
☎
33

－

２
１
１
３

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
技
能
講
習

(

刈
払
機
取
扱
講
習)

の
ご
案
内

〇
日
時　
７
月
27
日
㈭

　
　
　
　
午
前
８
時
45
分
～
午
後
４
時
30
分

〇
会
場　

‌�

役
場
３
階
正
庁
お
よ
び
近
隣

緑
地
帯

〇
受
講
対
象
者

　

‌�

町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方
で
、
受

講
後
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

登
録
を
し
て
就
業
を
希
望
す
る
方

〇
定
員　
10
名

〇
申
込
方
法

　

‌�

棚
倉
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

来
所
の
上
、
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
公
益
社
団
法
人
棚
倉
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
33

－

７
８
３
２

運
転
は 

ゆ
と
り
と
マ
ナ
ー
の 

二
刀
流

　
７
月
16
日
㈰
～
25
日
㈫
は
、「
夏
の
交

通
事
故
防
止
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
」
実

施
期
間
で
す
。

　
こ
の
時
期
は
、
夏
の
暑
さ
に
よ
る
疲

労
が
招
く
不
注
意
運
転
や
、
開
放
感
に

よ
る
無
謀
な
運
転
な
ど
が
増
加
す
る
た

め
、
交
通
事
故
の
多
発
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

交
通
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
課　
消
防
環
境
係

　
☎
33

－

２
１
１
６

飼
い
犬
の
ふ
ん
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

　
犬
を
散
歩
さ
せ
る
と
き
は
、
袋
な
ど

を
用
意
し
、
ふ
ん
は
必
ず
持
ち
帰
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
公
園
や
道
路
な
ど
の
公
共
の
場
所
や
、

他
人
の
所
有
す
る
場
所
に
、
ふ
ん
を
絶

対
に
放
置
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
飼
い

犬
の
ふ
ん
を
放
置
す
る
こ
と
は
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
違
反
者
に
は
２
万
円
以

下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
課　
消
防
環
境
係

　
☎
33

－

２
１
１
６

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
６
月
４
日
の
全
町
一
斉
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
作
戦
で
は
、
可
燃
ご
み
５
，
２
９
０

㎏
、
不
燃
ご
み
１
６
０
㎏
が
回
収
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
後
も
綺
麗
な
町
づ
く
り
の
た
め
引
き

続
き
環
境
美
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

緑
川
建
材
工
業
㈱

森
本
建
設
㈱

㈱
キ
コ
ー
棚
倉
営
業
所

㈱
田
村
組

ナ
ス
ク
リ
ー
ン
㈲

守
丸
興
業
㈱　
　
　
　
　

�

（
順
不
同
）

棚
倉
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

５月の棚倉町の
交通事故発生状況

人
身
事
故

2　
件

死
者
数

０　
人

傷
者
数

2　
人

物
件
事
故

32　
件

　
春
の
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の
、
県

内
お
よ
び
管
内
の
死
亡
事
故
の
発
生
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
気
候
も
良
く
な
り
、
外
出
の
機
会
が

増
え
ま
す
が
、
歩
行
者
・
運
転
者
と
も

に
交
通
安
全
意
識
を
高
め
、
事
故
防
止

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
棚
倉
警
察
署　
地
域
交
通
課

　
☎
33

－

０
１
１
０

ご
み
回
収
作
業
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
事
業
所
の
み
な
さ
ん
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映
画
『
ピ
ア
～
ま
ち
を
つ
な
ぐ
も
の
～
』

を
上
映
し
ま
す

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
人
生
の
最
後
ま

で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
る
に

は
、
医
療
と
介
護
の
連
携
が
重
要
で

す
。　

　
在
宅
医
療
や
介
護
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
映
画
の
上
映
会

を
行
い
ま
す
。

〇
日
時　
８
月
10
日
㈭

　
　
　
　
午
後
１
時
15
分
～
３
時
30
分

〇
場
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　
研
修
室

〇
内
容　

‌�

在
宅
医
療
に
取
り
組
む
医
師

が
、
地
域
で
介
護
に
携
わ
る

多
職
種
の
方
々
や
患
者
家
族

と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
成
長

し
て
い
く
物
語
で
す
。

〇
定
員　
80
名

〇
入
場
料　
無
料

〇
申
込
締
切　
８
月
４
日
㈮
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
棚
倉
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
33

－

７
８
１
１

棚
倉
消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
ご
家
庭
に
あ
る
電
気
機
器
配
線
の
清

掃
は
行
っ
て
い
ま
す
か
。
配
線
か
ら
の

出
火
を
防
ぐ
た
め
、
使
っ
て
い
な
い
プ

ラ
グ
は
抜
い
て
お
く
、
プ
ラ
グ
と
コ
ン

セ
ン
ト
は
定
期
的
に
清
掃
す
る
な
ど
、

再
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
就
寝
中
の
火
災
の
早
期
発
見

と
早
い
消
火
、
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め

に
、
寝
室
に
は
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

必
ず
設
置
し
ま
し
ょ
う
。
設
置
後
も
10

年
を
経
過
す
る
と
作
動
し
な
い
場
合
が

あ
る
た
め
、
新
し
い
も
の
に
取
り
換
え

る
な
ど
、
定
期
的
な
作
動
確
認
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
棚
倉
消
防
署

　
☎
33

－

４
５
２
２

つ
く
ろ
う
！
「
ふ
く
し
ま
マ
イ
避
難
シ
ー
ト
」

　
「
マ
イ
避
難
」
と
は
日
頃
か
ら
一
人

一
人
が
適
切
な
避
難
行
動
に
つ
い
て
考

え
、
備
え
る
こ
と
で
す
。
水
害
か
ら
自

分
や
大
切
な
人
の
命
を
守
る
た
め
に

は
、
自
宅
や
職
場
な
ど
の
災
害
の
危
険

性
を
普
段
か
ら
理
解
し
、
災
害
が
発
生

す
る
前
に
安
全
に
避
難
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
避
難
行
動
を
い
ざ
と
い

う
時
に
速
や
か
に
行
う
た
め
に
普
段
か

ら
「
マ
イ
避
難
」
を
考
え
「
マ
イ
避
難

シ
ー
ト
」
を
作
成
し
ま
し
ょ
う
。

　
マ
イ
避
難
シ
ー
ト
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
簡
単
に
作
成
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

福
島　
マ
イ
避
難
　

■
お
問
い
合
わ
せ

　
福
島
県
庁 

危
機
管
理
課 

　
☎
０
２
４

－

５
２
１

－

８
６
５
１

県
政
世
論
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
県
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
今
後
の
県
の

事
業
に
役
立
て
る
た
め
の
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
県
内
に
お
住
ま
い
の
満
15
歳

以
上
の
男
女
２
千
人
（
無
作
為
抽
出
）
に

対
し
て
、
郵
送
で
調
査
用
紙
を
お
送
り
し

て
い
ま
す
。
調
査
用
紙
が
届
い
た
方
は
、

７
月
10
日
㈪
ま
で
に
ご
回
答
（
投
函
）
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
県
政
の
た
め
の
大
切
な
調
査
で
す
。

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
福
島
県
庁　
県
民
広
聴
室

　
☎
０
２
４

－

５
２
１

－

７
０
１
３

バ
ス
車
内
事
故
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
走
行
中
の
バ
ス
車
内
で
の
事
故
を
防

止
す
る
た
め
、
７
月
１
日
㈯
～
31
日
㈪

の
期
間
、「
車
内
事
故
防
止
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦�

走
行
中
に
席
を
離
れ
る
と
、
転
倒
な

ど
思
わ
ぬ
け
が
を
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
降
車
の
際
は
、
バ
ス
が
完
全

に
停
車
し
、
扉
が
開
い
て
か
ら
席
を

立
ち
ま
し
ょ
う
。

◦�
バ
ス
は
安
全
運
転
に
徹
し
て
い
ま
す

が
、
や
む
を
得
ず
急
ブ
レ
ー
キ
を
か

け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
立
っ
て
利

用
す
る
場
合
は
、
つ
り
革
や
握
り
棒

を
し
っ
か
り
つ
か
み
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
公
益
社
団
法
人 
福
島
県
バ
ス
協
会

　
☎
０
２
４

－

５
４
６

－

１
４
７
８

出
張
就
職
相
談
会
を
実
施
し
ま
す

　
県
内
事
業
所
へ
の
就
職
や
再
就
職
に

関
す
る
お
悩
み
に
、
ふ
く
し
ま
生
活
・

就
職
応
援
セ
ン
タ
ー
専
任
の
相
談
員
が

き
め
細
や
か
に
対
応
し
ま
す
。
同
施
設

は
、
福
島
県
が
設
置
し
た
就
労
支
援
施

設
で
す
。
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
、
ぜ

ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
相
談
会
へ
の
参
加
は
事
前
予

約
が
必
要
で
す
。

〇
日
時　
７
月
20
日
㈭

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

〇
会
場　
町
立
図
書
館

〇
参
加
費　
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先

　
ふ
く
し
ま
生
活
・
就
職
応
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
４
８

－

27

－

０
０
４
１

堀
川
ダ
ム
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す

　
ダ
ム
の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
、「
森
と
湖
に
親
し
む

旬
間
」
に
あ
わ
せ
て
堀
川
ダ
ム
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
す
。
甲
子
高
原
の
麓
の
森
や
湖

の
あ
る
水
源
地
域
に
足
を
運
び
、
体
と
心

を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

〇
日
時　
７
月
29
日
㈯

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

〇
場
所　
堀
川
ダ
ム
（
西
郷
村
大
字
真
船
地
内
）

〇
内
容　

‌�

ダ
ム
堤
体
内
の
ト
ン
ネ
ル
・

ダ
ム
操
作
室
の
見
学
な
ど

〇
参
加
費　
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ

　
県
南
建
設
事
務
所　
管
理
課

　
☎
０
２
４
８

－

23

－

1
６
３
３

検
索

白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
整
備
組
合

採
用
候
補
者
試
験
の
ご
案
内

〇
採
用
職
種
・
人
員

　
消
防
職
員　
４
名
程
度

〇
受
験
資
格

　

‌�

平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
18
年　

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

　
（
学
歴
・
性
別
不
問
）

〇
試
験
科
目

　
１
次　

‌�

教
養
試
験
（
筆
記
試
験
）・

消
防
適
性
検
査

　
２
次　

‌�（
第
１
次
試
験
合
格
者
）
身
体
検

査
・
体
力
検
査
・
作
文
・
口
述
試
験

〇
試
験
日
時

　
１
次　
９
月
17
日
㈰

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
１
時
20
分

〇
会
場　
新
白
信
ビ
ル
（
白
河
市
）

※�

２
次
試
験
は
、
１
次
試
験
合
格
者
に

通
知
し
ま
す
。

〇
受
験
申
込

　

‌�

申
込
書
等
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、
左

記
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
等

は
、
消
防
本
部
お
よ
び
各
消
防
署
で
配

布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

〇
受
付
期
間

　
７
月
３
日
㈪
～
８
月
10
日
㈭

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
（
平
日
の
み
）

※
郵
送
は
８
月
９
日
㈬
の
消
印
有
効

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
消
防
本
部

　
総
務
課
総
務
係

　
☎
０
２
４
８

－

22

－

２
１
６
８

福
島
県
警
察
官
採
用
試
験
の
ご
案
内

〇
受
験
資
格

◦
警
察
官
Ａ
（
大
学
卒
程
度
）

　

‌�

平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
方
で
、
大
学
を
卒
業
し
た
方
、
ま

た
は
令
和
６
年
３
月
末
日
ま
で
に
大

学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
方

◦
警
察
官
Ｂ
（
高
校
卒
程
度
）

　

‌�

平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
18
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

　
※�

大
学
を
卒
業
し
た
方
、
令
和
６
年

３
月
末
日
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す

る
見
込
み
の
方
を
除
き
ま
す
。

〇
受
付
期
間　
７
月
24
日
㈪
～
８
月
18
日
㈮

〇
第
１
次
試
験
日　
９
月
17
日
㈰

　

詳
し
く
は
、
福
島
県
警
採
用
案
内

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

福
島
県
警　
採
用　
　

■
お
問
い
合
わ
せ

　
福
島
県
警
察
本
部

　
☎
０
１
２
０

－

２
７
６

－

３
１
４

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　
税
務
署
で
は
、
事
業
者
の
方
を
対
象

に
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
関
す

る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
説
明
会
へ

の
参
加
に
は
、
事
前
申
込
が
必
要
で

す
。
な
お
、
定
員
に
な
り
次
第
、
申
込

受
付
を
終
了
し
ま
す
。

〇
日
時　
７
月
28
日
㈮

　
午
前
10
時
～
11
時
（
課
税
事
業
者
向
け
）

　
午
後
２
時
～
３
時
（
免
税
事
業
者
向
け
）

〇
会
場　
白
河
税
務
署

　
説
明
会
終
了
後
、
希
望
者
の
方
に
登

録
申
請
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

〇
申
込
期
限　
７
月
21
日
㈮

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
白
河
税
務
署　
法
人
課
税
部
門

　
☎
０
２
４
８

－

22

－

７
１
２
８

募
　
　
　
集

町
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

〇
募
集
住
宅

　
愛
宕
平
団
地
（
１
号
棟
３
階
）

　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ　
１
戸

　
（
平
成
８
年
建
築　
中
層
耐
火
４
階
建
）

　
愛
宕
平
団
地
（
３
号
棟
４
階
）

　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ　
１
戸

　
（
平
成
12
年
建
築　
中
層
耐
火
４
階
建
）

※� �

駐
車
場
各
１
台
分
有
（
料
金
は
別
途
）

　
関
口
字
愛
宕
平
56
番
地
１

〇
申
込
期
限

　
７
月
14
日
㈮　

　
午
後
５
時
ま
で
【
期
日
厳
守
】

〇
入
居
の
時
期　
８
月
１
日
㈫

〇
そ
の
他

　
・�

住
宅
の
家
賃
は
入
居
者
の
収
入
な

ど
に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

　
・�

申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
会

を
実
施
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
整
備
課　
都
市
計
画
係　

　
☎
33

－

２
１
１
４

町
民
総
体
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
参
加
者
募
集

〇
日
時　
９
月
３
日
㈰　
午
前
８
時
～　

　
　
　
　
※
雨
天
中
止

〇
場
所　
社
川
運
動
広
場
・
近
津
運
動
広
場

〇
参
加
資
格　

チ
ー
ム
編
成

　
行
政
区
ま
た
は
隣
接
す
る
２
つ
の
行

政
区
合
同
チ
ー
ム
（
２
行
政
区
合
同

チ
ー
ム
以
外
は
町
内
居
住
者
に
限
る
）

※�

企
業
で
参
加
す
る
場
合
は
、
同
一
企

業
に
勤
務
す
る
町
内
居
住
者
で
あ
れ

ば
可
。

※�

棚
倉
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
登
録

チ
ー
ム
で
の
参
加
は
不
可
。

※
性
別
不
問
、
学
生
参
加
不
可
。

年
齢
制
限

　
出
場
す
る
選
手
９
名
中
、
令
和
５
年

４
月
２
日
現
在
で
50
歳
以
上
の
方
が
常

時
２
名
出
場
す
る
こ
と
。

　
そ
の
他
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

〇
申
込
方
法　
　

　
棚
倉
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（
総
合
体
育

館
内
）
に
あ
る
所
定
の
用
紙
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

〇
申
込
期
限　
７
月
31
日
㈪

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
棚
倉
町
総
合
体
育
館　

　
☎
33

－

３
１
６
０

検
索
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青
空
剣
道
教
室
参
加
者
募
集
！

〇
日
時　
７
月
24
日
㈪
～
28
日
㈮

　
　
　
　
午
前
６
時
～
７
時

〇
場
所　
棚
倉
小
学
校
校
庭
お
よ
び
体
育
館

〇
対
象　
幼
稚
園
児
、
小
・
中
学
生

〇
申
込
先　
各
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校

〇
そ
の
他

　

‌�

竹
刀
は
各
自
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

お
持
ち
で
な
い
方
は
、
事
務
局
に
て

お
貸
し
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
課　
体
育
振
興
係

　
（
町
総
合
体
育
館
内
）　

　
☎
33

－

３
１
６
０

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集
　

　
働
く
意
欲
で
健
康
づ
く
り
！ 

あ
な

た
の
豊
か
な
知
識
と
経
験
を
活
か
し
て

み
ま
せ
ん
か
。　

　
特
に
、
女
性
の
皆
さ
ま
の
入
会
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〇
対
象
者

　

‌�

町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
、
健
康
で

働
く
意
欲
の
あ
る
方

〇
申
込
方
法

　

‌�

事
務
所
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
公
益
社
団
法
人
棚
倉
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
33

－

７
８
３
２

夏
休
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
参
加
者
募
集

　
退
職
校
長
会
の
方
や
地
域
の
方
を
講

師
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
学
習
を
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〇
日
程
と
内
容

◦
７
月
24
日
㈪　
ゴ
ル
フ
体
験

◦
７
月
26
日
㈬　
学
習
と
ミ
ニ
工
作

◦
７
月
28
日
㈮　
学
習
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

◦
８
月
３
日
㈭　
チ
ョ
ー
ク
ア
ー
ト

〇
時
間　
午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　
（
24
日
の
み
午
後
１
時
～
）

〇
場
所　
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
24
日
の
み
棚
倉
田
舎
倶
楽
部
）

〇
対
象　
小
学
生

〇
そ
の
他

◦
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◦�

学
校
を
通
じ
て
配
布
し
た
募
集
チ
ラ

シ
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
子
ど
も
セ
ン
タ
ー　

　
☎
57

－

５
３
１
０

た
な
ぐ
ら
夏
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
！

〇
日
時

　
８
月
14
日
㈪　
午
後
３
時
～
８
時

　
（
通
行
規
制 

午
後
２
時
～
９
時
）

〇
実
施
方
法　
歩
行
者
天
国

■
お
問
い
合
わ
せ

　
棚
倉
町
商
工
会

　
☎
33

－

３
１
６
１

　
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

　
イ
ベ
ン
ト
情
報

おはなしルーム
〇
日
時

　
８
月
４
日
㈮　
午
前
11
時
～

〇
対
象　
ど
な
た
で
も

〇
内
容　

　
～
海
の
お
話
～

　
　
　
　
（
絵
本
・
紙
芝
居
な
ど
）

すくすくルーム
〇
日
時

　
8
月
8
日
㈫　
午
前
10
時
～

〇
対
象

　
未
就
学
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

〇
内
容

　
お
も
ち
ゃ
を
作
ろ
う
！

〇
そ
の
他

　‌
�

24
日
㈭
、
31
日
㈭
は
プ
チ
す
く

す
く

乳幼児水遊び場(7・8月限定)
〇
開
放
日

　

‌�

７
月
18
日
㈫
、
19
日
㈬
、
25
日
㈫
、

８
月
１
日
㈫
、
２
日
㈬
、
９
日
㈬
、

22
日
㈫
、
23
日
㈬
、
29
日
㈫
、

　
30
日
㈬

〇
時
間

　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
15
分

〇
持
ち
物

　

‌�

水
遊
び
用
お
む
つ
、
帽
子
、

　
飲
み
物
、
タ
オ
ル

※�
暑
さ
指
数
が
「
厳
重
警
戒
」
レ

ベ
ル
以
上
に
達
し
て
い
る
場

合
、
水
遊
び
を
中
止
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
子
ど
も
セ
ン
タ
ー�
☎
57

－

５
３
１
０

�インフォメーション

８
月

棚
倉
棚
倉
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

�

教
室
案
内

ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室
（
場
所
：
棚
倉
ア
ロ
ー
ボ
ウ
ル
）

7
月
13
日
㈭
・
27
日
㈭ 

午
後
７
時

健
康
吹
矢
教
室
※

毎
週
金
曜
日 

午
前
10
時
～

卓
球
教
室
※

7
月
1
日
㈯
・
22
日
㈯
・
8
月
5
日
㈯ 

午
前
10
時
～

簡
単
ヨ
ガ
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室
（
場
所
：
町
立
図
書
館
）

7
月
27
日
㈭ 

午
後
７
時
30
分
～

ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
※

7
月
4
日
㈫
・
11
日
㈫
・
25
日
㈫ 

午
前
10
時
～

ゴ
ル
フ
教
室
（
場
所
：
花
園
ゴ
ル
フ
練
習
場
）

7
月
11
日
㈫
・
8
月
1
日
㈫ 

午
後
６
時
～

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室 

※

7
月
4
日
㈫
・
25
日
㈫ 

午
後
７
時
～

ボ
ッ
チ
ャ
教
室 

※

7
月
8
日
㈯ 

午
前
10
時
～

ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室 

※

毎
週
水
曜
日 

午
後
６
時
30
分
～

ミ
ニ
テ
ニ
ス
教
室  

※

7
月
6
日
㈭
・
20
日
㈭
・
8
月
3
日
㈭ 

午
前
10
時
～

キ
ッ
ズ
教
室 

※

7
月
6
日
㈭
・
20
日
㈭
・
8
月
3
日
㈭ 

午
後
６
時
30
分
～

レ
ク
ダ
ン
ス
教
室 

※

毎
週
金
曜
日（
7
月
28
日
を
除
く
）午
前
９
時
30
分
～

※
場
所
は
総
合
体
育
館

■
お
問
い
合
わ
せ　
　

　
棚
倉
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

　
☎
33

－
３
１
６
０

■お問い合わせ
　生涯学習課　生涯学習係（町文化センター内）
　☎33－0111　FAX33－9611
　mail : syougaigakusyuu@town.tanagura.fukushima.jp

　令和６年１月７日㈰に二十歳の門出をお祝いする式典を開催します。
　町では、この式典の企画や当日の運営などに携わる実行委員を募
集します。
　一生に一度の記念すべき式典を自分たちの手でつくり上げてみま
せんか？
〇応募資格
　平成15年４月２日から平成16年４月１日までに生まれた方
〇活動期間
　令和５年９月から令和６年１月まで　※月１回程度（予定）
〇募集期間
　令和５年９月８日㈮まで　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇応募方法
　電話、メール、FAXで受け付けします。住所、氏名、電話番号をご連絡
ください。

二十歳のつどい実行委員を募集します

▲当日の司会進行を務めた昨年度の様子

▲打ち合わせはオンラインも可

月５
日26

掲載した写真は差し上げます。
身近な情報がありましたら地域創生課までお知らせください！

地域創生課　企画調整係　☎33－2112

▲ ふるさとを想う
　東京都池袋のリビエラ東京において第38回東京棚倉会総会・懇親会が開催されました。４年ぶりに開催
された総会には、東京棚倉会会員と町からの招待者計63人が参加し、新入会員の紹介の後、議事では令和
４年度の事業・決算報告、今年度の事業計画・予算等が承認されました。引き続き開かれた懇親会では、
ヴァイオリンの演奏会や、特産品などが当たる抽選会が行われ、久しぶりの交流に話が弾む、笑顔の絶え
ない会となりました。また、会場では町の物産品が販売され、会員は懐かしいふるさとの一品を手にして
いました。
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月６
日8

まちの話題

月６
日２

月６
日日18

▲  町内をきれいに

　喫煙マナーの啓発を目的に５月29日から６月６
日まで行われた「全国統一美化活動」の一環とし
て、棚倉たばこ販売協同組合による環境美化活動
が行われました。
　この日は各販売店から10名が参加し、少人数に
分かれ役場周辺および棚倉城跡周辺のごみ拾いを
行いました。

▲  平和の大切さを知る

　町立図書館において、第16回平和のための資料
展「どうして戦争は起こるのか」が開催されまし
た。会場には戦争にまつわるさまざまな資料が展
示されたほか、講演会やミニコンサートも行われ
ました。
　会場を訪れた方は、真剣に資料に目を向け、戦
争の恐ろしさや平和の大切さを学んでいました。

Let'sたなちゃん人づくり激励金 ▶
～頑張る皆さんを応援します～　　　

　民生委員として５期15年にわたり、町の社会福
祉向上に尽力したとして、坂本テル子さん（古
町）が「厚生労働大臣特別表彰」を受賞されまし
た。
　坂本さんは、地域住民の相談・支援者として課
題を抱えた方々の立場に立った支援活動に取り組
まれました。また、後輩委員の育成に携わるな
ど、長年にわたり町民の福祉向上にご尽力いただ
きました。

�厚生労働大臣特別表彰を受賞 ▶

　「ダンロップカップ東日本中学校選抜ソフトテ
ニス大会」に出場した棚倉中学校男子ソフトテニ
ス部に激励金を交付しました。今後も皆さんのご
活躍を応援しています。

▲

後方右から大森聖
まさし
之さん（２年）、青柳綜

そう
佑
すけ
さん（３年）、

佐藤樹
いつき
さん（３年）、近藤綾

あや
人
と
さん（３年）、田中璃

り く
玖

さん（３年）、赤坂奏
そう
太
た
さん（３年）、前列右から尾谷

瞬
しゅん
さん（３年）、平塚徠

らい
琉
る
さん（３年）、顧問

今月は那須町です。

この記事は八溝山周辺地域定住自立圏の相互掲載事業です

～15

5. 7. 117
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◆
氏
名
…
松
本　
ま
り
さ
ん

◆
住
所
…
宮
下

◆
職
業
…
マ
ッ
サ
ー
ジ
セ
ラ
ピ
ス
ト

◆
趣
味
…
ア
ウ
ト
ド
ア
、
映
画
鑑
賞
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こ
ん
に
ち
は
。
熊
谷
由
美

子
さ
ん
か
ら
ご
紹
介
い
た
だ

き
ま
し
た
、
松
本
ま
り
と
申

し
ま
す
。
棚
倉
町
大
字
宮
下

に
ハ
ワ
イ
伝
統
マ
ッ
サ
ー
ジ

「
ロ
ミ
ロ
ミ
」
の
お
店
を
昨

年
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し

た
。
今
ま
で
大
き
な
宣
伝
や

営
業
活
動
は
行
っ
て
お
ら

ず
、
今
回
こ
の
お
話
を
い
た

だ
き
【
オ
ー
プ
ン
一
周
年
】

と
い
う
こ
と
で
、
思
い
切
っ

て
引
き
受
け
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　
私
は
棚
倉
町
に
生
ま
れ
育

ち
、
高
校
卒
業
後
に
美
容
専

門
学
校
へ
通
う
た
め
上
京
。

東
京
で
は
セ
ラ
ピ
ス
ト
に
な

る
た
め
、
ボ
デ
ィ
や
フ
ェ
イ

シ
ャ
ル
な
ど
専
門
的
な
知
識

を
学
び
サ
ロ
ン
に
就
職
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
地
元
棚
倉

町
で
結
婚
し
ま
し
た
が
、
育

児
中
に
町
の
育
児
サ
ー
ク
ル

に
入
っ
た
際
、
い
ろ
ん
な
お

母
さ
ん
方
に
出
会
い
お
話
を

し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、

棚
倉
町
に
女
性
の
癒
し
の
場

を
作
り
た
い
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
子
供
を
育
て
て

い
く
一
方
で
違
う
仕
事
も
し

て
き
ま
し
た
が
、
夢
を
現
実

に
す
る
た
め
約
４
年
間
、
須

賀
川
市
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
店
に

勤
務
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
老

若
男
女
様
々
な
お
客
様
の
お

身
体
を
施
術
し
、
経
験
を
積

ん
で
き
ま
し
た
。
多
い
日
は

60
分
コ
ー
ス
を
６
人
施
術
す

る
日
も
あ
り
ま
し
た
。
積
み

上
げ
て
き
た
経
験
を
生
か

し
、
以
前
か
ら
興
味
を
抱
い

て
い
た
「
ロ
ミ
ロ
ミ
」
の
資

格
を
取
得
。
念
願
の
サ
ロ
ン

「
マ
ナ
」
を
オ
ー
プ
ン
い
た

し
ま
し
た
。
ハ
ワ
イ
で
は
心

の
状
態
が
身
体
の
不
調
に
繋

が
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
棚

倉
町
の
大
自
然
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
感
じ
な
が
ら
心
も
身

体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ

ん
か
？
皆
様
が
心
か
ら
癒
さ

れ
る
お
店
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
出
会
い
に
感
謝
し
、
お

客
様
一
人
一
人
に
寄
り
添
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
回
紹
介
者

次
回
紹
介
者

お
名
前　
原　
真
弓
さ
ん

住　
所　
富
岡

鈴木　愛子 さん
（舘ケ丘）

昭和10年６月３日生

鈴木　ナカ さん
（北　町）

昭和10年６月２日生

両親の名 出生児 住　所
芳賀　晃彦・奈　緒 悠　士（ゆうじ）日向前
佐川　和明・知　佳 朋　輝（ともき）北　町
秋山　和浩・美　咲 陽　菜（ひ　な）仁公儀
佐々木光大・由　美 惺　羅（せ　ら）下手沢

※�「おめでた」・「おくやみ」について、掲載を希望さ
れない場合は、地域創生課  企画調整係（☎33－
2112）までお申し出ください。

おめでたおめでた（６月中の届け出）

みんなのひろば

人の動き　令和５年６月１日現在

人口　13,150人（－１人）　世帯数　5,112世帯（＋５世帯）　男性 6,501人（－４人）　女性 6,649人（＋３人）

亡くなった方 年齢 住　所 亡くなった方 年齢 住　所
武川　俊治 77 新　町 須藤　敏子 94 堤
松本　和子 87 清戸作 添田　忠夫 71 富　岡
石井　利夫 91 舘ケ丘 緑川　艶子 85 福　岡
藤田　クニ 105 関　口 橋本　五朗 74 寺　山
甲賀　正野 100 関　口 小濵　ヒサ 91 八　槻
吉田　安子 68 関　口 陣野　延幸 92 中山本
菅野　 夫 78 関　口 佐藤はつ子 70 上手沢
須藤八重子 86 上　台

おくやみ（６月中の届け出）

　編集後記
　梅雨に入り、蒸し暑い日が多くなってきました。梅雨といえば紫陽花。今年も山本不動尊、八槻都々古別神社、
馬場都々古別神社の３カ所を巡る、紫陽花手水ドライブスタンプラリーが開催されています。この時期しか見るこ
とのできない、目にも涼しい紫陽花手水を眺めて癒されてはいかがでしょうか。� （佐藤）

農業科に新設された「地域資源科」とは！
　修明高校では、令和５年度から農業科に「地域資源科」が新設されました。この学科では、地域が持つ資
源や技術を活用した産業や経済の振興について学び、地域の振興や創生を担う人材の育成を目指しています。

　今年度入学した22名の生徒とともに、植物の研究や木材加工過程の体
験、見学など新たな学びを精力的にスタートさせています。これからの
「地域資源科」にご期待ください。
～「地域資源科」に入学して（生徒コメント）～
◦木材で自分なりの箸を作り楽しかった。
◦�同じ農業科でも、他の学科とは違うこともできて
楽しい！
◦楽しい。地域と触れ合って地域の人たちと繋がっ
　ている感じがする。

修 明 高 校 通 信修 明 高 校 通 信 �-Vol.9-

～地域資源科で学べる４つの専門分野～
植物(遺伝)資源					     森林資源
野菜・草花等の育成や増殖、希少植物等の保護	 木材の加工や利用、特用林産物の生産や加工
農業資源					     開発・経営
特産作物・在来作物の栽培や加工、農地の保全や有効活用	 地域資源のマーケティングやブランド化、新たな産業創出や起業

▲培養をしながら無菌操作の
　基本技術を習得中。

◀チェーンソーの取り扱いに
　ついて説明を受けています。
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こばやし　かなと くん
毎日はみがきがんばっ
てます。

すずき　そうすけ くん
まいにちはみがきがん
ばってます☆

こんない　ゆあ ちゃん
はみがきがんばってま
す。

まつもと　こと ちゃん
毎日はみがきがんばっ
てます！！

いけだ　とうま くん
毎日シャカシャカがん
ばってます。

●�３歳児の健康診査で、むし歯がありませんでした。●�３歳児の健康診査で、むし歯がありませんでした。

５月の健診で撮影させていただいた皆さんです。７月号、８月号、９月号の３回で紹介します。

むむ しし 歯歯 のの なな いい 子子

～棚倉中学校の熱き戦い～

　５月17日に県南中学校陸上競技大会が、６月６～７日に中体連県南総合体育大会の各種競技が行われました。
棚倉中学校の選手は県大会を目指し、熱戦を繰り広げました。

こ
の
広
報
紙
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

県南陸上競技大会
優勝　藤田恵果　（女子１年1500ｍ）
２位　藤田來心愛、村松瑠亜、近藤真央、
　　　堀江ひなた（女子低学年４×100ｍ）
　　　緑川美音　（女子共通走高跳）
３位　堀江ひなた（女子１年100ｍ）
　　　村松瑠亜　（女子２年100ｍ）
　　　藤田佳乃　（女子共通200ｍ）
４位　藤田來心愛（女子共通100ｍﾊｰﾄﾞﾙ）
５位　緑川凰　　（男子３年100ｍ）
　　　和知真杜　（男子２・３年1500ｍ）
　　　梶徠斗　　（男子共通走高跳）
　　　金澤結衣　（女子３年100ｍ）
　　　鈴木遥、金澤結衣、高見沙希、
　　　岡部友羅（女子共通４×100ｍ）
団体　男女総合５位、男子14位、女子２位
中体連県南総合体育大会
優勝　ホッケー男子（棚倉B）・女子（棚倉B）
　　　沼野結夏（柔道女子個人階級別）
２位　剣道男子団体・女子団体
　　　ホッケー男子(棚倉A)・女子(棚倉A)
３位　バスケットボール男子団体
　　　バレーボール男子団体
　　　バドミントン女子団体
　　　星愛莉、長田凛（女子バドミントンダブルス）
　　　沼野剛大（柔道男子個人階級別）
５位　‌�飯島なみ、稲垣希愛、藤田和都氣
　　　（剣道女子個人）

主な成績（敬称略）


